
構造安定学　中間試験

問５

まず，せん断応力を加えていない状態のモールの円を下図の点線で示した。

次に，せん断応力を徐々に大きくさせていき，引張応力が５N/mm２が達する時のモールの

円を下図の実線で示した。

ここで，下図の左上の小さい太丸の時のせん断応力が求めるせん断応力になる。よって

ピタゴラスの定理より

　　 )/(2.10105411 222 mmNxy ==−=τ

また，主応力状態の傾きは，図で示すθの１/２のため，

　　 4/2.10tan 1 =− θ

　　　　 6.68=θ

　　　　 3.342/ =θ
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この状態における

せん断応力を求めればよい（Ｙ座標）

また，この状態が傾き０の状態である

？
θ

主応力状態

したがって，ひび割れは以下の図で示すことができる。

34.3°

2

2

10 10

17

17

5

5

10.2

10.2

10.2

10.2


